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 作製された FET の特性を、半導体パラメー
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(2) 導電性高分子・フラーレン複合体 MIS ダ


































図 3 (a) RR-P3HT に起因した RR-P3HT–C60
複合体 MIS ダイオードのゲート電圧誘起 ESR
信号。(b) C60に起因した RR-P3HT–C60複合体




(3)ルブレン単結晶 FET の ESR 研究 
ルブレンの単結晶を物理気相輸送法によ
り成長させ、シリコン基板上に貼り付けて単
結晶 FET を作製し、電場誘起 ESR 測定法の開
発を行った。さらに、FET 界面を自己組織化
単分子膜（SAMs）等により界面修飾したルブ









図 4 ルブレン単結晶 FET のゲート電圧誘起
ESR 信号。実線はゲート電圧が-30 V、点線は




















図 5 ルブレン単結晶 FET のゲート電圧誘起




飾 FET の結果を示す。Θ は外部磁場と基板の
なす角度を示す。測定温度は 290 K。実線は
バルク結晶で予想される g 値の角度依存性。 
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